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自
民
党
都
連
な
ど
へ

国
の
予
算・制
度
改
正
で
要
望

平
成
27
年
度 

国
の
予
算・制
度
等

に
関
す
る
要
望

（
公
社
）
全
国
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

協
会
へ
要
望
書
を
提
出
し
た
。

　

自
民
党
都
連
へ
の
要
望
活
動
は
、

「
平
成
27
年
度
国
家
予
算
・
税
制
改
正

等
要
望
聴
取
会
」
に
出
席
し
て
行
っ

た
。
参
加
者
は
、
佐
々
木
理
事
長
ほ

か
８
名
。

　

公
共
建
築
物
の
維
持
管
理
も
対
象

と
す
る
改
正
品
確
法
が
６
月
に
施

行
。
同
法
は
、「
安
か
ろ
う
悪
か
ろ
う
」

の
現
状
を
打
開
す
る
大
き
な
武
器
に

な
る
と
期
待
で
き
る
。
ま
た
、
東
京

都
に
対
し
、
価
格
だ
け
で
は
な
い
総

合
評
価
方
式
の
拡
充
な
ど
に
つ
い
て

要
望
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

国
の
予
算
や
制
度
を
変
え
な
け
れ
ば

実
現
で
き
な
い
要
望
も
多
々
あ
る
こ

と
か
ら
、
国
へ
の
要
望
に
対
す
る
理

解
と
支
援
を
強
く
訴
え
た
。

　

要
望
説
明
は
鈴
木
幹
事
長
が
行

い
、「
公
共
建
築
物
の
施
設
管
理
予
算

及
び
入
札
等
に
関
す
る
要
望
事
項
」

で
は
、
ま
ず
改
正
品
確
法
関
連
と
し

て
、
運
用
指
針
へ
業
界
の
意
見
反
映
、

適
正
な
予
算
措
置
の
指
導
徹
底
な
ど

を
求
め
た
。
続
い
て
、
市
場
化
テ
ス

ト
が
価
格
競
争
と
な
っ
て
い
る
実
例

を
指
摘
し
て
、
技
術
力
な
ど
を
重
視

し
た
総
合
評
価
方
式
の
入
札
徹
底
を

要
請
。
ま
た
「
競
り
下
げ
方
式
の
入

札
」
に
つ
い
て
は
本
格
導
入
反
対
を

表
明
し
た
。「
制
度
改
正
」関
係
で
は
、

短
時
間
労
働
者
の
社
会
保
険
適
用
の

拡
大
反
対
、
最
低
賃
金
引
き
上
げ
を

見
越
し
た
予
定
価
格
設
定
の
指
導
徹

底
、
外
国
人
雇
用
制
度
及
び
障
が
い

者
雇
用
支
援
策
の
拡
充
、
プ
ー
ル
監

視
業
務
の
予
算
措
置
の
周
知
と
教
育

の
徹
底
な
ど
を
求
め
た
。
意
見
交
換

で
は
、
自
民
党
都
連
か
ら
、
中
川
雅

治
参
議
院
議
員
（
政
調
会
長
代
理
）

に
よ
る
改
正
品
確
法
運
用
指
針
策
定

の
経
過
説
明
を
は
じ
め
、「
ご
要
望

を
し
っ
か
り
承
り
ま
し
た
」
と
の
理

解
あ
る
表
明
が
あ
っ
た
。

　

な
お
、
東
京
ビ
ル
政
連
は
自
民
党

都
連
へ
の
要
望
後
、
太
田
国
土
交
通

大
臣
及
び
公
明
党
東
京
都
本
部
代
表

の
高
木
陽
介
衆
議
院
議
員
へ
も
同
要

望
書
を
提
出
し
、
業
界
の
実
情
に
対

し
て
の
理
解
と
支
援
を
訴
え
た
。

１　
公
共
建
築
物
の
施
設
管

理
予
算
及
び
入
札
等
に
関
す

る
要
望
事
項

（
１
）
改
正
品
確
法
に
基
づ
く
公
共

建
築
物
の
適
正
な
維
持
管
理
に
つ
い

て
　

本
年
６
月
に
施
行
さ
れ
た
改
正
品

確
法
第
３
条
第
６
項
に
、
新
た
に
公
共

工
事
の
完
成
後
の
適
切
な
維
持
管
理

の
確
保
が
規
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

公
共
建
築
物
の
適
切
な
維
持
管
理
の

確
保
が
同
法
の
対
象
と
な
り
ま
し
た

が
、
以
下
の
と
お
り
要
望
し
ま
す
。

ア　

同
法
第
22
条
に
お
い
て
、「
入
札

及
び
契
約
の
方
法
の
選
択
そ
の
他
発

注
関
係
事
務
の
適
切
な
実
施
に
係
る

制
度
の
運
用
に
関
す
る
国
の
指
針
」
が

示
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
指

針
策
定
に
当
た
っ
て
は
業
界
意
見
を
十

分
に
反
映
し
、
実
効
性
の
高
い
指
針
を

策
定
い
た
だ
き
た
い
。

イ　

同
法
第
７
条
に
は
発
注
者
の
責

務
と
し
て
、
品
質
確
保
の
担
い
手
の
中

長
期
的
な
育
成
及
び
確
保
、
適
正
な

予
定
価
格
の
設
定
が
定
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
が
、
上
記
指
針
に
基
づ
き
、
国

や
地
方
自
治
体
が
所
有
す
る
建
築
物

の
適
正
な
維
持
管
理
の
た
め
の
予
算

措
置
に
つ
い
て
指
導
を
徹
底
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

ウ　

同
法
第
24
条
第
３
項
に
お
い
て
、

品
質
確
保
の
た
め
業
務
内
容
に
応
じ

た
資
格
等
の
評
価
の
あ
り
方
等
に
つ
い

て
検
討
を
加
え
る
と
し
て
お
り
、
国
土

交
通
省
の
社
会
資
本
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
戦

略
小
委
員
会
に
お
い
て
民
間
資
格
の

活
用
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
建
物
維

持
管
理
に
関
わ
る
業
務
発
注
時
に
、（
公

社
）
全
国
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
が

認
定
す
る
資
格
・
技
能
検
定
等
を
発

注
用
件
に
加
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

エ　

平
成
23
年
８
月
に
変
更
さ
れ
た

「
公
共
工
事
の
入
札
及
び
契
約
の
適
正

化
を
図
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
指

　

東
京
ビ
ル
政
連
は
９
月
25
日
、
自

民
党
本
部
で
、「
自
民
党
東
京
都
支

部
連
合
会
」
に
平
成
27
年
度
の
「
国

の
予
算
・
制
度
等
に
関
す
る
要
望
」

（
別
掲
）
を
手
交
し
、
そ
の
概
要
と
業

界
の
実
情
を
説
明
し
て
理
解
と
実
現

を
訴
え
た
。
要
望
の
大
き
な
項
目
は
、

「
公
共
建
築
物
の
施
設
管
理
予
算
及

び
入
札
等
に
関
す
る
要
望
事
項
」
と

「
制
度
改
正
」。
な
お
、
共
通
の
課
題

に
つ
い
て
連
携
し
て
要
望
を
進
め
て

も
ら
え
る
よ
う
、
９
月
10
日
に
全
国

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
政
治
連
盟
及
び

針
」（
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、
入
札

及
び
契
約
の
内
容
の
透
明
性
を
確
保

に
関
す
る
事
項
と
し
て
指
名
停
止
を

受
け
た
業
者
の
公
表
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
実
際
に
は
各
省
庁
の
判
断
で

公
表
し
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
建
築
物
の
維
持
管
理
の
品
質

を
確
保
す
る
た
め
、
原
則
ど
お
り
指
名

停
止
業
者
名
を
公
表
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

（
２
）
市
場
化
テ
ス
ト
（
官
民
ま
た

は
民
間
競
争
入
札
）
に
つ
い
て

　

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
改
革
に
関
す
る

法
律
が
施
行
さ
れ
７
年
が
経
過
し
、
市

場
化
テ
ス
ト
の
対
象
と
な
る
案
件
も

増
加
し
て
お
り
ま
す
が
、
い
く
つ
か
の

問
題
点
が
表
面
化
し
て
い
ま
す
の
で
、

以
下
の
と
お
り
要
望
し
ま
す
。

ア　

内
閣
府
官
民
競
争
入
札
等
監
理

委
員
会
及
び
入
札
監
理
小
委
員
会
メ

ン
バ
ー
に
学
識
経
験
者
は
お
り
ま
す

が
、
建
築
保
全
管
理
業
務
の
仕
様
等

の
実
務
経
験
を
有
す
る
委
員
が
い
な

い
た
め
、
そ
の
審
議
・
決
定
が
業
務
実

態
を
十
分
に
反
映
し
た
も
の
と
な
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。
審
議
の
過
程
で
、
業
界

の
意
見
を
聴
取
す
る
場
を
設
け
て
い
た

だ
き
た
い
。

イ　

国
土
交
通
省
の
出
先
施
設
の
一
部

に
お
い
て
、
市
場
化
テ
ス
ト
と
言
い
つ

つ
、
第
一
次
書
類
選
考
で
書
類
が
整
っ

て
い
る
業
者
を
対
象
に
価
格
の
み
の
一

般
競
争
入
札
を
実
施
し
て
い
る
例
が

あ
り
、
発
注
者
は
、
当
該
案
件
の
入

札
実
施
要
項
に
関
す
る
業
者
意
見
対

し
、「
施
設
の
点
検
保
守
・
警
備
・
清

掃
と
い
っ
た
定
型
化
し
て
い
る
業
務
で

あ
り
」、「
特
異
性
が
な
く
民
間
事
業
者

の
創
意
と
工
夫
に
大
き
な
差
が
生
じ
に

く
く
」、「
総
合
評
価
方
式
を
用
い
な
い
」

と
回
答
し
て
い
ま
す
。
例
え
定
型
化
し

て
い
る
業
務
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
技

術
力
等
の
差
に
よ
る
施
設
管
理
業
務

の
品
質
差
は
生
じ
る
も
の
で
あ
り
、
適

正
な
維
持
管
理
の
た
め
、
市
場
化
テ
ス

ト
対
象
案
件
は
、
技
術
力
等
を
重
視

し
た
総
合
評
価
方
式
の
入
札
を
原
則

と
し
て
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

ウ　

市
場
化
テ
ス
ト
案
件
の
仕
様
書

に
お
い
て
、
設
備
管
理
業
務
、
受
付
業

務
、
警
備
業
務
従
事
者
の
年
齢
を
55

歳
あ
る
い
は
60
歳
と
上
限
を
設
け
て
い

る
例
が
あ
る
が
、
公
的
年
金
の
支
給
開

始
年
齢
引
き
上
げ
に
伴
う
高
齢
者
雇

用
安
定
法
の
措
置
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
状
況
に
鑑
み
、
年
齢
制
限
の
引

上
げ
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
３
）
施
設
管
理
業
務
へ
の
「
競
り

下
げ
方
式
」
入
札
の
導
入
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
５
月
、
内
閣
官
房
行
政

改
革
推
進
本
部
は
「
競
り
下
げ
試
行

の
検
証
結
果
の
概
要
」
を
公
表
し
、「
競

り
下
げ
の
実
施
に
よ
っ
て
価
格
が
下
落

す
る
場
合
も
あ
れ
ば
上
昇
す
る
こ
と
も

あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま

え
」、「
今
後
、
各
府
省
庁
に
お
い
て
、

個
別
の
案
件
の
状
況
に
応
じ
て
実
施
の

適
否
を
判
断
す
る
」
と
し
、
そ
の
際
に

「
中
小
企
業
事
業
者
へ
の
影
響
等
に
配

慮
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
明
記
し
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
中
小
企
業
事
業
者
に
限

ら
ず
、
人
件
費
が
約
８
割
を
占
め
る
施

設
管
理
業
務
に
お
い
て
、基
本
的
に「
競

り
下
げ
方
式
」
入
札
は
導
入
す
べ
き
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。「
競
り
下
げ
入
札
」は
、

ダ
ン
ピ
ン
グ
受
注
を
誘
発
し
、
従
事
者

の
労
働
条
件
の
劣
悪
化
、
公
共
調
達
の

品
質
面
の
劣
化
を
招
く
と
と
も
に
、
受

注
企
業
を
疲
弊
さ
せ
る
こ
と
は
明
ら
か

で
す
。
ま
た
、
こ
う
し
た
動
き
が
全
国

の
自
治
体
に
波
及
し
、
既
に
導
入
さ
れ

て
い
る
民
間
で
の
実
施
を
更
に
拡
大
す

る
こ
と
は
必
至
で
あ
り
ま
す
。

　

以
上
か
ら
、
施
設
管
理
業
務
を
「
競

り
下
げ
方
式
」
入
札
の
適
用
除
外
と

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

２　
制
度
改
正

（
１
）
短
時
間
労
働
者
の
社
会
保
険

適
用
の
拡
大
に
つ
い
て

　

短
時
間
労
働
者
に
対
す
る
社
会
保

険
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年

10
月
か
ら
、
５
０
１
人
以
上
の
企
業
、

勤
務
時
間
週
20
時
間
以
上
、
月
収
８
・

８
万
円
以
上
、
雇
用
期
間
１
年
以
上
を

対
象
に
拡
大
（
新
た
な
対
象
者
25
万

人
）
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
初
の
対
象
拡
大
方
針
に
比
べ
れ

ば
対
象
者
の
範
囲
は
縮
小
さ
れ
ま
し

た
が
、
こ
う
し
た
負
担
増
加
は
中
小
企

業
を
中
心
と
し
た
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

企
業
の
経
営
を
直
撃
し
、
企
業
業
績
の

下
振
れ
要
因
と
な
る
と
と
も
に
、
週
20

時
間
以
下
勤
務
の
短
時
間
労
働
者
の

多
く
が
望
ん
で
い
な
い
も
の
で
も
あ
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
適
用
範
囲
を
拡
大
す
る
か

否
か
に
つ
い
て
施
行
後
３
年
以
内
に
検

討
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
以
上
の
社
会
保
険
適
用
拡
大
に
反

対
い
た
し
ま
す
。

（
２
）
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
へ
の

対
応
に
つ
い
て

　

東
京
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
は
、

今
年
度
の
東
京
都
最
低
賃
金
を
19
円

引
き
上
げ
、
８
８
８
円
に
す
る
答
申
を

行
い
ま
し
た
。
最
低
賃
金
の
発
効
時
期

は
、
毎
年
10
月
か
ら
11
月
で
あ
る
た

め
、
引
き
上
げ
前
の
金
額
で
人
件
費
を

積
算
し
た
上
で
落
札
し
て
い
た
場
合
に

は
、
年
度
途
中
の
改
定
に
よ
り
著
し
く

経
営
を
圧
迫
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
の
点
に
関
し
、
平
成
25
年
10
月
、
厚

生
労
働
省
労
働
基
準
局
長
通
知
に
お

い
て
、「
最
低
賃
金
額
の
訂
正
が
あ
り

う
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
た
契
約
を

行
う
等
の
発
注
時
に
お
け
る
特
段
の

配
慮
」
を
各
省
庁
、
都
道
府
県
知
事

に
通
知
し
て
い
ま
す
。

　

各
行
政
機
関
、
地
方
公
共
団
体
に

お
い
て
、
上
記
通
知
に
基
づ
き
、
契
約

当
初
に
最
低
賃
金
引
き
上
げ
を
見
越

し
た
予
定
価
格
の
設
定
が
徹
底
さ
れ

る
よ
う
指
導
を
強
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

（
３
）
外
国
人
雇
用
制
度
の
拡
充
に

つ
い
て

　

少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、

２
０
３
０
年
の
労
働
力
人
口
は

９
０
０
万
人
減
少
し
約
５
７
０
０
万
人

と
推
計
さ
れ
、
近
年
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
業
界
に
お
い
て
も
人
手
不
足
は
深

刻
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
政
府
の
改
訂
版
日
本
再
興
戦

略
に
は
外
国
人
材
の
活
用
に
向
け
た

主
要
施
策
の
一
つ
と
し
て
、
技
能
実
習

制
度
の
改
革
・
見
直
し
が
盛
り
込
ま

れ
、
法
務
省
に
お
い
て
具
体
的
な
検
討

が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
ビ
ル
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
業
を
技
能
実
習
制
度
の
対

象
職
種
に
追
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
４
）
障
が
い
者
雇
用
へ
の
支
援
策

に
つ
い
て

　

昨
年
４
月
か
ら
障
害
者
雇
用
率
が

２・
０
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
対
象
企

業
は
従
業
員
56
人
以
上
か
ら
50
人
以

上
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
業
界
と

し
て
障
害
者
雇
用
率
確
保
の
た
め
に

努
め
る
の
は
当
然
で
す
が
、
障
害
者
の

雇
用
環
境
整
備
に
対
す
る
支
援
策
を
一

層
拡
充
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
４
月
か
ら
の
納
付

金
制
度
の
適
用
拡
大
に
つ
い
て
、
一
定

の
措
置
を
執
ら
れ
て
い
る
の
は
承
知
し

て
お
り
ま
す
が
、
今
後
、
十
分
な
周
知

を
図
る
と
共
に
、
対
応
の
難
し
い
企
業

に
対
す
る
支
援
策
の
更
な
る
改
善
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
５
）
プ
ー
ル
監
視
業
務
の
警
備
業

法
上
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　

一
昨
年
、
警
察
庁
は
「
プ
ー
ル
監
視

業
務
は
警
備
業
法
上
の
監
視
業
務
に

当
た
る
」
と
の
通
知
を
発
し
、
プ
ー
ル

監
視
業
務
は
警
備
業
の
認
定
を
受
け

た
業
者
に
限
る
こ
と
、
プ
ー
ル
監
視
員

に
対
す
る
警
備
員
教
育
を
徹
底
す
る

こ
と
な
ど
を
指
示
い
た
し
ま
し
た
。

　

上
記
通
知
は
、
地
方
公
共
団
体
の

プ
ー
ル
関
連
施
設
の
管
理
を
受
託
し

て
い
る
業
者
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
お
り
ま
す
。
今
夏
、
神
奈
川
県
綾
瀬

市
や
千
葉
県
船
橋
市
な
ど
で
、
委
託

し
た
警
備
会
社
が
監
視
員
の
確
保
に

失
敗
し
、
学
校
プ
ー
ル
の
開
放
が
大
幅

に
短
縮
さ
れ
た
と
の
報
道
が
あ
り
ま
し

た
が
、
全
国
で
適
当
な
業
者
が
見
つ
か

ら
な
い
た
め
学
校
プ
ー
ル
の
一
般
開
放

を
断
念
し
た
自
治
体
が
出
て
お
り
ま

す
。（
公
社
）
東
京
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
協
会
と
し
て
、
警
視
庁
と
協
議
し
つ

つ
、
プ
ー
ル
監
視
員
に
適
合
し
た
警
備

員
教
育
の
実
施
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
自
治
体
等
の
発
注
者
側
に
警

備
員
教
育
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
の

理
解
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
適
正
な

事
業
実
施
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
状
況

も
あ
り
ま
す
。

ア　

安
全
で
安
定
し
た
プ
ー
ル
監
視

業
務
を
行
う
た
め
、
警
察
庁
及
び
関

係
省
庁
が
、
各
自
治
体
等
の
発
注
者

側
に
、
プ
ー
ル
監
視
業
務
の
位
置
づ
け

や
必
要
な
予
算
確
保
に
つ
い
て
、
周
知

徹
底
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

イ　

根
本
的
な
解
決
策
と
し
て
、
プ
ー

ル
監
視
員
を
対
象
と
し
た
、例
え
ば「
５

号
警
備
」
を
新
た
に
設
置
し
、
プ
ー
ル

監
視
員
に
適
合
し
た
警
備
員
教
育
を

定
め
て
い
た
だ
き
た
い
。




